
基
本
設
計
は
今
年
３
月
、

決
定
の
基
本
計
画
を
も
と
に

工
事
総
額
83
億
５
千
万
円
で

１
・
６
㌶
の
Ｊ
Ｒ
駅
南
側
の

敷
地
（
市
で
購
入
）
に
市
庁

舎
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
交
流

施
設
（
約
１
４
、
３
５
０

㎡
）
を
整
備
す
る
も
の
で
、

用
地
取
得
費
な
ど
、
総
事
業

費
１
１
３
億
円
の
財
政
計
画

が
議
会
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
・
４
㌶
の
用
地
取
得

費
は
「
津
波
復
興
拠
点
整
備

事
業
」
と
し
て
国
の
交
付
金

を
充
て
る
予
定
で
す
。

委
託
業
者
の
選
定
は
「
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
」

で
行
わ
れ
、
同
選
定
委
員
会

（
委
員
長

北
原
啓
司

弘

前
大
学
教
授
）
の
答
申
を
受

け
、
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
契
約
履
行

お
よ
び
設
計
図
書

な
ど
の
納
期
は
契

約
締
結
日
（
６
月

上
旬
予
定
）
か
ら

今
年
11

月
６
日
で

委
託
費
用
は
最
大

で
８
５
０
０
万
円

（
税
込
）
で
す
。

事
業
の
構
成
か
ら
も
市
庁

舎
整
備
が
主

な
内
容
で
す

が
、
用
地
取

得
費
確
保
に

交
流
施
設
な

ど
を
後
付
け

し
た
た
め
、
人
口
減
少
の
続

く
、
市
に
は
過
大
な
整
備
計

画
に
な
る
な
ど
の
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

採
用
さ
れ
た
久
米
設
計
の

提
案
は
施
設
の
特
色
を
「
防

災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
表

現
、
敷
地
の
西
側
に
扇
型
に

北
側
か
ら
交
流
棟
、
庁
舎
、

保
健
セ
ン
タ
ー
を
縦
に
配
置

す
る
３
分
棟
案
で
す
。

庁
舎
は
６
階
建
て
、
駅
北

側
か
ら
の
自
由
通
路
は
「
み

や
こ
モ
ー
ル
」
と
し
て
整
備

す
る
内
容
で
す
。
通
路
は
庁

舎
な
ど
の
２
階
で
接
続
、
１

階
部
は
安
ら
ぎ
の
空
間
と
し

て
市
民
の
利
用
を
促
す
ほ
か

防
災
市
民
の
広
場
と
し
て
防

災
教
育
に
役
立
つ
利
用
を
提

案
し
て
い
ま
す
。

交
流
棟
は
音
楽
鑑
賞
な
ど

多
目
的
ホ
ー
ル
と
研
修
会
議

室
の
整
備
が
中
心
で
す
。
災

害
時
に
は
支
援
物
資
の
備
蓄

ホ
ー
ル
な
ど
に
転
用
す
る
案

で
す
。

提
案
で
は
仕
様
条
件
の

「
開
か
れ
た
議
会
」
と
し
て

議
場
や
委
員
会
室
な
ど
閉
会

中
の
市
民
へ
の
利
用
解
放
が

共
通
し
て
出
て
い
ま
し
た

が
、
交
流
棟
で
も
音
楽
ホ
ー

ル
や
研
修
室
な
ど
重
複
す
る

施
設
計
画
が
あ
り
、
二
重
投

資
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

洪
水
時
の
浸
水
対
策
で
は

敷
地
内
の
嵩
上
げ
に
よ
る
周

辺
宅
地
へ
の
影
響
被
害
は
議

論
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
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工
事
総
額
８
３
億
円
で
５
社
か
ら

市
は
25
日
、
開
催
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
、
中
心
市
街
地
拠
点
施
設
整
備
の

基
本
設
計
業
務
委
託
先
を
株
式
会
社
久
米
設
計
東
北
支
社
に
決
定
し
ま
し
た
。

定
住
化
で
市
の
弱
点
に
あ
げ
ら

れ
る
雇
用
の
場
の
確
保
策
は
「
稼

ぐ
場
」
部
会
の
担
当
で
す
が
、
従

来
の
企
業
誘
致
に
加
え
、
起
業
創

業
の
支
援
と
と
も
に
後
継
者
育
成

策
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
次
産
業
の
体
験
型
観
光
、
地

域
資
源
の
有
効
活
用
の
具
体
化
と

な
る
６
次
産
業
化
、
中
で
も
基
幹

産
業
で
あ
る
水
産
業
で
の
具
体
化

で
雇
用
を
増
や
す
提
案
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
低
賃
金
を
課
題
に
あ

げ
、
労
働
環
境
の
改
善
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ユ
ニ

ー
ク
な
意
見
で
は
地

元
就
職
を
条
件
に
自

動
車
運
転
免
許
教
習

所
へ
の
通
学
費
補
助

や
、
子
育
て
中
の
家

庭
に
は
国
の
負
担
で

30
％
ア
ッ
プ
の
給
料

も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ぬ
ぐ
だ
ま
る
」
部
会
で
は
移

住
者
の
促
進
策
と
し
て
、
公
共
交

通
網
の
整
備
と
住
ま
い
の
確
保
が

課
題
に
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

盛
岡
行
き
朝
６
時
台
の

急
行
列
車
ダ
イ
ヤ
を
つ
く

る
。
若
者
向
け
の
公
営
住

宅
や
20
～
30
歳
代
の
市
営

住
宅
は
無
料
に
し
、
民
間

は
半
額
に
す
る
、
な
ど
の

提
案
は
市
内
の
家
賃
が
高

い
こ
と
へ
の
解
決
策
と
し

て
の
提
案
で
す
。
市
外
か
ら
の
移

住
者
に
は
一
定
期
間
の
居
住
を
条

件
に
家
賃
の
無
料
化
策
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
空
き
家
の
把
握
と

活
用
、
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
で
お
金
を
外
に
出
さ
な
い

施
策
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
完
）

シ
リ
ー
ズ

定住化を考える ⑯

真庭市の本庁舎は職員

数３５０名で、家具、内

外装材にはすべて真庭産

の木材が活用されている。

周辺の歩道にも木片コン

クリートを使う程の徹底

ぶりで、総事業費２７億

３５００万円は国の補助

のほか、合併特例債１４

億８７００万円を活用。

その他の財源では建設基

金４億５１００万円、一

般財源は４６３０万円だ

けという省エネぶりにも

感心させられる。

燃料にはチップを採用

本庁舎の冷暖房等のエ

ネルギーにはバイオマス

ボイラーを設置、庁舎内

の床に冷暖房の吹き出し

口を設けているのが特色。

同ボイラーは燃料にチッ

プが５５０キロワット、

ペレットが４５０キロワッ

ト使われる施設能力だが、

ペレットは銘建工業製品

のため熱量１００キロワッ

トとすると、森林組合な

ど地域内循環へチップ８

割で利用されている。

本庁舎屋上には庁舎全

館で使用する電力の１５

％を賄うため太陽光発電

（８５キロワット）が設

置され、電気自動車の充

電機も設置されているの

が特色。庁舎前にはＣＬ

Ｔ材のバス待合所を整備。

集
団
的
自
衛
権

武
力
行
使
の
「
例

外
」
拡
大
。
政
府

の
言
う
「
平
和
・

安
全
法
制
」
の
イ

ン
チ
キ
さ
と
矛
盾
を
突
い
た

言
葉
だ
▼
27
日
、
衆
院
特
別

委
員
会
で
、
志
位
委
員
長
は

「
無
責
任
な
野
党
の
レ
ッ
テ

ル
貼
り
」
と
の
、
そ
れ
こ
そ

無
責
任
な
安
倍
総
理
の
言
動

を
厳
し
く
追
及
し
た
。
総
理

は
困
惑
し
た
表
情
で
は
ぐ
ら

か
し
答
弁
▼
あ
る
マ
ス
コ
ミ

は
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
を

限
定
的
と
言
う
に
は
無
理
が

あ
り
、
法
案
の
根
本
的
な
欠

陥
が
露
呈
」
と
断
罪
。
志
位

委
員
長
も
「
後
方
支
援
は
武

力
と
一
体
」
を
指
摘
▼
後
方

支
援
は
国
際
的
に
は
「
兵
た

ん
」
活
動
で
あ
り
、
戦
争
行

為
に
あ
た
る
。
危
険
な
本
質

を
「
平
和
・
安
全
」
と
言
う

方
こ
そ
、
無
責
任
な
レ
ッ
テ

ル
貼
り
▼
「
他
国
領
域
内
へ

の
海
外
派
兵
は
一
般
に
自
衛

の
必
要
最
小
限
度
を
超
え
憲

法
上
許
さ
れ
な
い
」
と
言
い

つ
つ
、
次
々
と
例
外
を
認
め

る
憲
法
破
壊
者
に
は
詐
欺
師

の
レ
ッ
テ
ル
が
最
適
だ
。

漁火

冷暖房にバイオマス施設

６
次
産
業
化
で
雇
用
を

高
家
賃
対
策
に
無
料
も

11
月
６
日
が
納
期

南
北
に
扇
型
配
置

ＣＬＴ材を活用、庁舎前のバス待合所

Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
は

ク
ロ
ス
・
ラ
ミ
ネ
イ
テ
ィ
ド

・
テ
ィ
ン
バ
ー
の
略
語
。
直
交

積
層
で
接
着
す
る
木
質
構
造
材

重
複
す
る
施
設
計
画


